
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
。
被
災
地
は
な
お
復
興
途
上
に
あ

る
が
、
一
方
で
は
風
化
が
加
速
し
、
震
災
伝
承
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
「
い
の
ち
と
地
域
を
守
る
」
と
い
う
誓
い
を
共
有
す

る
地
方
紙
な
ど
の
連
携
の
輪「
３
１
１
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
」は
、

災
害
の
記
録
・
記
憶
を
伝
え
継
ぐ
と
い
う
防
災
の
原
点
に
立
ち

返
り
、
地
元
で
あ
っ
た
大
災
害
や
震
災
を
「
わ
が
こ
と
」
と
し

て
、
伝
え
継
ぐ
活
動
を
し
て
い
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
姿
と
思

い
を
合
同
で
報
告
す
る
。
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河北新報社が展開する防災巡
回ワークショップ「むすび塾」
を共催した全国の地方紙、放送
局（地図参照）が参加するネッ
トワーク。「共催のつながりを
生かし、連携して防災機運を盛
り上げよう」と各社が持ち寄っ
た報告を基に震災発生日前後に
共通タイトルの特集や連載、番
組を組む。ことしが２回目。

近年の被災状況からその特長を見る

と、過去の繰り返しの姿もあるが過去に

経験のない新しい災害像も浮かび上がっ

てくる。災害は忘れた頃に発生するとは

限らない実態がある。

しかしながら、地域が持つ過去の歴史

や自然や社会の環境を知ることは事前に

備えるためには不可欠であり、近年の他

地域の被害と比較し取り組みを参考にし

ながら将来をイメージすることが必要で

ある。

今の社会は多様化し複雑化している。

そこで何が起きるのか、要支援者や外国

人観光客の方々も含めて考えたい。さら

に、現場での災害対応のためには、学ん

で得た知識を実践すること、さらに現場

での判断力を向上することが大切であ

り、地域での連携した避難訓練などはま

さに今後も重要な取り組みになると考え

る。

最後に、防災や減災を「わがこと」に

するためには、過去の経験や教訓を一人

称として捉え主体的に考え、受けるだけ

でなく自ら発信していく、また世代を乗

り越えて後世に伝承していくという姿勢

が求められている。ここに語り部の意義

や役割があり、国際的にその活動が広が

っていくことは歓迎したい。

過去に学び判断力向上を
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ 東北大災害科学国際研究所長 今村 文彦さん

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

運営は個人、団体の会費

と寄付頼みだが、ＪＴが震

災支援の伝承強化事業とし

て日本ＮＰＯセンター経由

で３年間9600万円の助成を

決定。ほかにも全国から支

援含みで参加が相次ぐ。問

い合わせはみらいサポート

石巻090（9407）3125。

被
災
地
結
び
力
を
結
集

東
日
本
大
震
災
の
出
来
事
と
教

訓
を
未
来
へ
ど
う
伝
え
継
ぐ
か

｜
。
宮
城
県
の
最
大
被
災
地
、
石

巻
市
に
拠
点
を
置
く
民
間
連
携
組

織
「
３
・

メ
モ
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
は
、
２
万
人
を
超
す
死

者
・
行
方
不
明
者
（
関
連
死
を
含

む
）
が
出
た
震
災
の
伝
承
を
テ

ー
マ
に
、
草
の
根
の
活
動
を
つ
な

げ
、
積
み
上
げ
る
取
り
組
み
に
挑

む
。「

被
災
地
や
遺
族
、
語
り
部
ら

を
結
び
、
力
を
結
集
し
て
未
来
の

命
を
守
る
」
。
事
務
局
を
担
う
公

益
社
団
法
人
「
み
ら
い
サ
ポ
ー
ト

石
巻
」
専
務
理
事
の
中
川
政
治
さ

ん

が
説
く
活
動
の
目
的
は
明

快
だ
。

２
０
１
７
年

月
、
有
志
の
情

報
共
有
の
集
ま
り
を
母
体
に
発
足

し
た
。
約
３
２
０
０
人
の
犠
牲
が

出
た
石
巻
市
を
中
心
に
宮
城
県

内
の
語
り
部
や
、
児
童
と
教
員

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
石
巻
市
大

川
小
の
被
災
を
語
り
継
ぐ
「
大
川

伝
承
の
会
」
の
遺
族
ら
が
参
加
す

る
。そ

の
後
、
陸
前
高
田
市
や
い
わ

き
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
も
含
め
被
災

３
県
を
つ
な
ぐ
形
で
組
織
を
強
化

し
、
登
録
は
個
人
３
９
０
人
、

団
体
（
２
月
現
在
）
に
上
る
。

「
震
災
直
後
か
ら
個
人
、
団
体

で
さ
ま
ざ
ま
伝
承
活
動
が
展
開
さ

れ
て
き
た
が
、
ば
ら
ば
ら
な
活
動

に
は
限
界
が
あ
っ
た
」
と
中
川
さ

ん
。
「
被
災
地
を
結
ぶ
広
域
的
な

連
携
の
必
要
性
も
高
ま
っ
て
い

た
」
と
語
る
。

活
動
の
柱
と
な
る
の
は
①
被
災

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
伝
承

活
動
の
連
携
②
伝
承
活
動
の
企
画

・
共
有
③
伝
承
の
担
い
手
と
な
る

人
材
の
育
成
｜
だ
。

特
に
次
世
代
へ
震
災
を
語
り
継

い
で
い
く
た
め
、
若
い
世
代
を
活

動
の
輪
に
積
極
的
に
組
み
込
む
取

り
組
み
や
メ
ン
バ
ー
が
被
災
地
を

訪
れ
学
び
を
深
め
る
活
動
に
は
力

を
入
れ
る
。

２
月

日
、
震
災
遺
構
に
指
定

さ
れ
た
宮
城
県
山
元
町
の
旧
中
浜

小
で
あ
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
４
回

目
の
視
察
研
修
会
。

被
災
当
時
の
同
小
校
長
井
上
剛

さ
ん

は
「
山
元
町
は
過
去
に

も
津
波
被
害
が
あ
り
、
教
訓
を
伝

え
る
石
碑
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
震

災
で
ま
た
犠
牲
を
繰
り
返
し
て
し

ま
っ
た
。
被
災
者
で
あ
る
私
た
ち

は
伝
承
の
意
義
を
再
確
認
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
問
い
掛
け

た
。「

当
事
者
か
ら
被
災
現
場
で
過

酷
な
実
体
験
を
聞
く
と
い
う
の
は

貴
重
で
意
義
が
あ
る
」

講
話
を
聞
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
会
員
ら
約

人
は
、
被
災
の
過

酷
さ
を
改
め
て
学
ぶ
と
と
も
に
語

り
部
や
伝
承
活
動
の
重
要
性
を
再

確
認
し
た
。

連
携
に
よ
る
力
を
重
視
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
熱
意
は
、
ハ
ー
ド

先
行
で
進
む
復
興
へ
の
疑
問
、
伝

承
に
対
す
る
公
的
な
取
り
組
み
の

希
薄
さ
へ
の
危
機
感
の
裏
返
し
で

も
あ
る
。

被
災
３
県
に
そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所

ず
つ
整
備
さ
れ
る
国
営
の
津
波
追

悼
祈
念
公
園
は
、
宮
城
県
で
は
石

巻
市
の
南
浜
地
区
に

年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
施
設
整
備
が
進

む
。
ほ
か
に
も
宮
城
県
内
で
は
被

災

市
町
に
、
予
定
も
含
め
て

の
震
災
遺
構
、
伝
承
施
設
が
整
備

さ
れ
る
が
、
追
悼
と
と
も
に
重
視

さ
れ
る
伝
承
や
教
訓
発
信
の
拠
点

と
し
て
の
活
用
は
検
討
が
遅
れ
て

い
る
の
が
現
状
だ
。

担
い
手
と
な
る
語
り
部
や
遺
族

ら
の
活
動
は
個
々
の
努
力
頼
み
で

は
先
細
り
が
必
至
で
、
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。

「
協
力
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
共

同
開
発
し
た
り
、
若
い
語
り
部
の

参
加
を
促
し
た
り
し
て
活
動
の
質

を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

み

ら
い
サ
ポ
ー
ト
石
巻
で
活
動
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
共
同
代
表
を
務

め
る
藤
間
千
尋
さ
ん
は
訴
え
る
。

「
被
災
地
を
つ
な
ぐ
息
の
長
い

活
動
の
基
盤
と
し
て
、
さ
ら
に
連

携
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
。

関
心
が
急
速
に
薄
ま
る
と
さ
れ
る

発
災

年
の
節
目
を
視
野
に
、
風

化
に
あ
ら
が
う
活
動
は
滑
り
出
し

た
。

東日本大震災の伝承活動は被災各地の奮闘こそあ

れ、地域を超えた横軸連携はこれからの部分が多い。

メモリアルネットワークの活動はこの横軸連携に加

え、時間経過による風化も防ぐための縦軸強化にもつ

ながるだろう。

縦横連携で風化防止へ
防災・教育室 北條哲広
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津
波
被
害
が
あ
っ
た
山
元
町
旧
中
浜
小
で
あ
っ
た
視
察
研
修
会
で
「
や
ま
も
と
語
り
べ
の

会
」
の
井
上
さ
ん

左

の
説
明
を
聞
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
ら

３
・

メ
モ
リ
ア
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
被
災
地
で
震
災
の
記
憶
を
伝
え
る
看
板
を
設
置
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
め

る
。
今
年
２
月
に
は
宮
古
市
田
老
地
区
に
第
１
号
と
な
る
看
板
を
設
置
し
た
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東
日
本
大
震
災
を
始
め
、
日
本
各
地

で
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災

伝
承
の
在
り
方
を
考
え
よ
う
と
、
３
・

メ
モ
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

日
、
宮
城
県
と
共
催
で
、
伝
承
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
響
き
合
う
た
め
に
。
」
を
仙

台
市
青
葉
区
の
県
庁
２
階
講
堂
で
開
催

す
る
。

特
別
講
演
の
講
師
に
は
、
１
８
５
４

年
の
安
政
南
海
地
震
津
波
の
際
、
稲
む

ら
に
火
を
付
け
津
波
か
ら
住
民
を
救
っ

た
浜
口
梧
陵
を
顕
彰
す
る
「
稲
む
ら
の

火
の
館
」
（
和
歌
山
県
広
川
町
）
の
崎

山
光
一
館
長
を
招
く
。

パ
ネ
ル
討
論
で
は
、
崎
山
館
長
、
宮

古
観
光
文
化
交
流
協
会
の
学
ぶ
防
災
ガ

イ
ド
元
田
久
美
子
さ
ん
、
い
わ
き
市
の

温
泉
旅
館
「
古
滝
屋
」
当
主
の
里
見
喜

生
さ
ん
、
野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

副
会
長
の
山
縣
嘉
恵
さ
ん
の
４
人
が
、

自
然
災
害
を
語
り
継
ぐ
大
切
さ
を
議
論

す
る
。
被
災
地
で
防
災
啓
発
に
取
り
組

む
若
者
た
ち
の
ト
ー
ク
も
あ
る
。

時
か
ら
。
参
加
費
無
料
。
連
絡
先

は
３
・

メ
モ
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
０
９
０
（
９
４
０
７
）
３
１
２

５
。

防
災
啓
発
の
方
策
考
え
る
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(１５) ２０１９年(平成 ) 月 (水曜 )( ５) ２０ ９ (平成 ) 月 (水曜 )


